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まちの
将来を考える

－シリーズ市町村合併－��

「勝央町・英田町合併協議会が　　　　　　　　　�
　　　　　　　　合併重点支援地域に指定されず」�

まちの
将来を考えるまちの
将来を考える

勝
央
町
は
、平
成
１５
年
１０
月
３０
日
、

勝
田
町
・
勝
央
町
・
勝
北
町
・
美
作

町
・
英
田
町
・
柵
原
町
任
意
合
併
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
地
域
で
の

合
併
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
勝
北
町
が
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
に
よ
り
、
津
山
地
域
合

併
協
議
会
へ
加
入
さ
れ
、
５
町
で
平

成
１５
年
１２
月
１９
日
、
議
会
議
決
を
経

て
法
定
の
合
併
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
岡
山
県
に
合
併
重
点
支
援
地
域

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
が
、
岡
山
県

か
ら
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
指
定
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、

岡
山
県
か
ら
回
答
が
な
い
の
で
は
っ

き
り
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
５
町

の
中
で
、
美
作
町
が
他
の
任
意
合
併

協
議
会
に
属
し
て
い
た
た
め
に
合
併

の
枠
組
み
が
確
定
し
て
い
な
い
と
の

岡
山
県
の
認
識
が
原
因
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。

そ
の
後
、
枠
組
み
に
よ
る
問
題
か

ら
美
作
町
が
脱
会
し
、
平
成
１６
年
３

月
２９
日
、
残
さ
れ
た
勝
央
町
と
英
田

町
で
合
併
協
議
会
を
継
続
し
、
平
成

１６
年
４
月
８
日
、岡
山
県
に
対
し
て
、

合
併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
要
望

し
ま
し
た
が
、
岡
山
県
知
事
が
定
例

会
見
で
「
飛
び
地
合
併
」
に
対
し
て

懸
念
を
表
明
す
る
な
ど
指
定
が
ど
う

な
る
の
か
分
か
ら
な
い
状
態
が
続
い

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
５
月
１２
日
付
け
で
、
勝

央
町
と
英
田
町
へ
合
併
重
点
支
援
地

域
へ
の
指
定
が
で
き
な
い
旨
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。（
回
答
文
参
照
）

処
理
に
つ
い
て
は
、
勝
央
町
は
津
山

圏
域
東
部
衛
生
施
設
組
合
、
英
田
町

は
美
作
・
勝
田
・
英
田
町
衛
生
施
設

組
合
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
合
併
協
議
会
に
お
い
て
も
か

な
り
異
な
っ
て
い
て
、
当
地
域
だ
け

の
問
題
と
は
言
い
が
た
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
も
っ
と
も
異
な
っ
て
い
る

の
が
ゴ
ミ
処
理
の
一
部
事
務
組
合
で

す
。
近
隣
の
合
併
協
議
会
で
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

勝
英
地
域
合
併
協
議
会
（
勝
田
町
、

大
原
町
、
東
粟
倉
村
、
西
粟
倉
村
、

美
作
町
、
作
東
町
）

①
美
作
・
勝
田
・
英
田
町
衛
生
施
設

組
合
（
美
作
町
、
勝
田
町
、
英

田
町
）

②
英
北
衛
生
施
設
組
合
（
作
東
町
、

大
原
町
、
東
粟
倉
村
、
西
粟
倉

村
）

久
米
郡
地
域
合
併
協
議
会
（
中
央

町
、
旭
町
、
久
米
南
町
、
柵
原
町
）

①
建
部
町
・
久
米
南
町
衛
生
施
設
組

合
（
久
米
南
町
、
建
部
町
）

②
岡
山
県
中
部
環
境
施
設
組
合
（
旭

町
、
落
合
町
、
北
房
町
）

③
津
山
圏
域
西
部
衛
生
施
設
組
合

（
中
央
町
、
鏡
野
町
、
久
米
町
）

④
柵
原
町
は
柵
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
に
処
理
委
託

構
成
す
る
４
町
と
も
別
々
の
処
理

体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

域
的
な
行
政
も
多
く
異
な
っ
て
い

る
。

経
　
　
緯

岡
山
県
の
回
答
に
よ
る
と
、
勝
央

町
と
英
田
町
が
境
を
接
し
て
い
な
い

飛
び
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
次

の
２
点
に
つ
い
て
課
題
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

①
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
効
率
的

な
行
政
運
営
な
ど
の
面
で
の
課
題

が
想
定
さ
れ
る
。

②
消
防
・
救
急
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
広

指
定
さ
れ
な
い理
由

①
「
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
や
効
率

的
な
行
政
運
営
」
に
つ
い
て

こ
の
問
題
は
、
合
併
す
る
す
べ
て

の
市
町
村
で
発
生
す
る
課
題
で
す
。

面
積
で
い
え
ば
、
「
飛
び
地
」
で

な
く
て
も
８
２
８
�
の
真
庭
地
域
合

併
協
議
会
（
９
町
村
）
の
地
域
と

「
飛
び
地
」
で
も
１
１
８
�
で
役
場

間
の
距
離
が
１５
㎞
の
勝
央
町
・
英
田

町
合
併
協
議
会
の
場
合
と
比
較
し

て
、
ど
ち
ら
が
効
率
的
な
行
政
運
営

が
可
能
で
し
ょ
う
か
。

問
題
は
、
「
飛
び
地
」
で
あ
る
か

な
い
か
で
は
な
く
、
そ
れ
を
課
題
と

し
て
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
合
併
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

②
消
防
・
救
急
、
ゴ
ミ
処
理
な
ど
広

域
的
な
行
政
も
多
く
異
な
っ
て
い

る
。

現
在
、消
防
・
救
急
に
つ
い
て
は
、

勝
央
町
は
津
山
圏
域
消
防
組
合
、
英

田
町
は
英
田
圏
域
消
防
組
合
、
ゴ
ミ

県
の
回
答
に
つ
い
て
の考え

４
月
８
日
、
勝
央
町
・
英
田
町

合
併
協
議
会
は
、
岡
山
県
へ
合
併

重
点
支
援
地
域
指
定
を
要
望
し
ま

し
た
が
、
５
月
１２
日
、
岡
山
県
か

ら
「
現
状
の
枠
組
み
で
の
指
定
は

い
た
し
か
ね
る
」
と
指
定
を
し
な

い
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
経
緯
と
岡
山
県
の
対

応
に
つ
い
て
の
勝
央
町
の
基
本
的

な
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「
飛
び
地
合
併
」
を
進
め
て
い
る

合
併
協
議
会
は
、
全
国
で
当
協
議
会

を
含
め
て
１０
カ
所
あ
り
ま
す
。
そ
の

内
１
カ
所
は
、
指
定
の
状
況
が
つ
か

め
ま
せ
ん
が
、８
カ
所
の
協
議
会
は
、

都
道
府
県
の
合
併
重
点
支
援
地
域
の

指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
（
表
１
参

照
）で

は
、
全
国
で
同
じ
制
度
の
下
、

同
じ
合
併
特
例
法
で
合
併
を
進
め
て

い
る
の
に
、
な
ぜ
当
協
議
会
は
、
合

国
な
ど
の
見
解

県
か
ら
合
併
重
点
支
援
地
域
を
指

定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
今
後
、
①

県
の
人
的
、
財
政
的
な
支
援
を
受
け

な
い
ま
ま
合
併
を
推
進
、
②
隣
接
地

域
の
組
み
合
わ
せ
に
加
入
、
③
合
併

を
断
念
し
て
単
独
町
制
、
の
い
ず
れ

か
の
選
択
肢
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な

今
後
に
つ
い
て

※
本
文
中
、
山
陽
新
聞
及
び
朝
日
新

聞
の
記
事
の
引
用
に
つ
い
て
は
、

両
新
聞
社
の
了
承
を
得
て
掲
載
し

て
い
ま
す
。

り
ま
す
。

合
併
は
相
手
の
あ
る
こ
と
で
す
か

ら
、
合
併
相
手
で
あ
る
英
田
町
の
動

向
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
３
つ
の

い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
最
後
ま
で
合
併
を

模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
重
点
支
援
地
域
の
指
定
を
受
け
ら

れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

今
回
の
こ
と
を
国
は
ど
の
よ
う
に
見

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
５
月
１４
日

の
山
陽
新
聞
朝
刊
に
『
重
点
支
援
地

域
の
指
定
を
都
道
府
県
が
拒
む
の
は

極
め
て
異
例
』
と
総
務
省
の
見
解
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
日

の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
『
「
市
町
村
合

併
と
地
域
の
ゆ
く
え
」
な
ど
の
著

書
が
あ
る
保
母
武
彦
・
島
根
大
学

副
学
長
の
話

合
併
に
つ
い
て
、

県
は
市
町
村
の
自
主
的
な
選
択
を
応

援
す
る
の
が
本
来
の
姿
。
合
併
を
認

め
な
い
な
ら
ば
、
合
併
で
生
じ
る
メ

リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
え
た
う

え
で
一
番
い
い
選
択
肢
を
し
め
し
て

あ
げ
る
な
ど
自
治
体
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
べ
き
で
、
一
方
的
に
強
権
を
発
動

す
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
』
と
の
談

話
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
山
地
域
合
併
協
議
会
（
津
山
市
、

加
茂
町
、
阿
波
村
、
勝
北
町
、
久

米
町
）

①
津
山
圏
域
西
部
衛
生
施
設
組
合

（
久
米
町
、
鏡
野
町
、
中
央
町
）

②
津
山
圏
域
東
部
衛
生
施
設
組
合

（
勝
北
町
、
奈
義
町
、
勝
央
町
）

③
加
茂
町
、
阿
波
村
は
津
山
圏
域
北

部
衛
生
施
設
組
合
に
処
理
委
託

④
津
山
市
は
独
自
処
理

４
つ
の
処
理
体
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
ゴ
ミ
処
理
の
組
合
に

つ
い
て
は
、
県
内
の
合
併
協
議
会
の

構
成
と
は
か
け
離
れ
た
組
み
合
わ
せ

の
方
が
多
い
状
況
で
す
。

合
併
重
点
支
援
地
域と

は

総
務
省
の
指
針
に
基
づ
き
合

併
に
取
り
組
む
地
域
を
都
道
府

県
が
指
定
す
る
。
指
針
は
、
住

民
間
で
の
合
併
の
機
運
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
、
合
併
協
議
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
、
な
ど
。

合
併
重
点
支
援
地
域
に
指
定
さ

れ
る
と
、
県
職
員
の
派
遣
や
協

議
会
運
営
費
用
の
補
助
な
ど
、

人
的
、
財
政
的
な
支
援
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

回　答　文（写）表１　全国の飛び地を含む法定合併協議会　　�
　　　　　　　　　　重点支援地域指定状況�

※飛び地を含む任意合併協議会として「高崎地域任意合併協議会（平成１５年１２月１８�
　日設置：構成団体数５）」（群馬県）がありますが、重点支援地域の指定状況は�
　不明です。�
※指定年月日が設置年月日より以前の場合は、任意合併協議会の時点で指定され�
　ています。�

北海道�

北海道�

北海道�

青森県�

群馬県�

新潟県�

大阪府�

和歌山県�

岡山県�

協　　議　　会　　名�

南空知３町合併協議会�

中標津町・羅臼町合併協議会�

中空知地域合併協議会�

八戸地域合併協議会�

桐生地域合併協議会�

新潟市・新津市合併協議会�
（新潟地域合併協議会）�

池田市・豊能町合併協議会�

新宮市・熊野川町・北山村�
合併協議会�

勝央町・英田町合併協議会�

構成市�
町村数�

３�

２�

７�

８�

３�

１３�

２�

３�

２�

設 置 年 月 日�

平成１６年２月９日�

平成１５年１２月２６日�

平成１６年１月１日�

平成１５年４月１日�

平成１６年２月１日�

平成１６年１月２２日�

平成１６年４月２２日�

平成１５年１月１５日�

平成１６年３月２９日�

指 定 年 月 日�

平成１５年７月３１日�

平成１６年１月８日�

平成１６年１月８日�

平成１４年３月２７日�

平成１６年２月１６日�

平成１５年３月５日�

平成１６年５月１８日�

平成１５年１月２２日�

�

都道府�
県　名�

（平成１６年５月１３日現在）�
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す
べ
て
は
国
体

成
功
の
た
め
に

受 付
全国から参加された監

督・選手や、来賓、競技

役員などの名簿を確認し

ます。全国からの参加者

に、受付の皆さんが明る

く声をかけ、親切な対応

でお迎えしました。

大会歌斉唱
開会式で、国体の大会

歌「若い力」を、町内小

学校５年生１２１人が斉唱

しました。約３カ月の練

習を重ねた子どもたちの

歌声は、会場の緊張感を

和ませました。

吹奏楽
勝央中学校吹奏楽部

は、開・閉会式で、行

進曲やファンファー

レ、得賞歌を演奏しま

した。行進曲は、岡山

県や勝央町を象徴する

童謡「桃太郎」と「金

太郎」が盛り込まれ、

好評でした。本番直前

まで練習した甲斐があ

りましたね。

計 量
競技に参加する選手は、

大会前日になぎなたの計量

を受けます。なぎなたの長

さ・重量・刃部の曲がり具

合などが規定にあっている

かを１本ずつ確かめます。

今年は勝央町制施行５０周年

５
月
２２
日
と
２３
日
の
２
日
間
、
来
年
１０
月
に
開
催
さ
れ
る
第
６０
回
国
民
体
育
大
会
（
晴

れ
の
国
お
か
や
ま
国
体
）
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て
、
第
４５
回
都
道
府
県
対
抗
な
ぎ
な
た

大
会
が
勝
央
中
学
校
体
育
館
を
競
技
会
場
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
か
ら
４６
都
道
府
県
の
監
督
・
選
手
と
、
一
般
観
覧
者
延
べ
５
２
０
人
（
１
日
目
２

７
０
人
、
２
日
目
２
５
０
人
）
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
大
会
の
よ
う
す
を
ご
報
告
し
ま
す
。

※
文
中
で
は
、「
第
６０
回
国
民
体
育
大
会
」
を
「
国
体
」
と
言
い
換
え
て
い
ま
す
。
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ふれあい広場
ふれあい広場で

は、監督・選手や来

会者などに無料ドリ

ンクや抹茶の野点

（のだて）などを提供

したり、勝央町特産

品を販売しました。

採点ボード標示
競技の内容と進行

状況を即座に伝える

採点ボードの標示委

員は、勝間田高校男

子生徒が担当しまし

た。重要な役割を、

見事に果たしていま

した。

美化衛生
弁当の残飯整理やゴミの分別、トイレの清掃

管理などを行いました。会場を常に美しく、来

会者に気持ちよく過ごしていただけるように協

力し合いました。

輸送・消防警備・駐車場
選手を輸送するバスの運

行管理などを行いました。

防具など大きな荷物はトラ

ックで搬送し、選手に喜ば

れていました。この他、

「消防警備係」はもしもの

ときに備えて消防団が待機

し、「駐車場係」は暑い中、

汗を流しながら安全に車を

誘導しました。

プラカード
選手を誘導するのに重要な役割を担うプラカ

ード補助員や誘導補助員は、勝央中学校１・２

年生女子が担当しました。テキパキとした行動

は、全国から参加した監督・選手に好印象を与

えました。

案　内
総合案内では、会場案内

や交通手段の説明などを行

いました。ボランティアの

赤堀伴福さんは、「来年の

国体は選手に加えて応援の

人も来られるので、観光案

内もできるように勉強しな

ければ。誰でも分かるよう

な時刻表をと思い、自分な

りにつくってみたが、喜ん

でもらえた」と言われてい

ました。

今年は勝央町制施行５０周年

ふれあい広場ボランティアの皆さん
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今
回
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で

は
、
受
付
補
助
員
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
私
は
岡
山
の
方
に

住
ん
で
い
る
の
で
、
な
か
な
か

勝
央
町
へ
来
る
機
会
が
な
い
の

で
す
が
、
岡
山
県
な
ぎ
な
た
連

盟
の
関
係
者
と
し
て
手
伝
い
に

来
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
て
み
て
、
大
勢

の
人
が
１
つ
に
な
っ
て
何
か
を

す
る
と
、
す
ご
く
大
き
な
も
の

が
で
き
る
と
感
じ
ま
し
た
。

勝
央
町
の
人
と
会
い
、
親
し

く
な
っ
て
、
国
体
へ
向
け
て
盛

り
上
げ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

だ
ん
だ
ん
と
高
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
実
際
に
参
加
し
て
み
て

「
こ
う
し
た
方
が
よ
い
」
と
意

見
を
言
い
合
い
、
話
し
合
っ
た

の
は
、
来
年
の
国
体
の
た
め
に

も
成
果
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

た
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
。
各
係

の
作
業
内
容
を
、
主
に
写
真
で
説

明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
監

督
・
選
手
へ
の
お
土
産
を
袋
詰
め

し
た
「
支
給
物
品
係
」
、
来
賓
な

ど
を
接
待
す
る
「
接
伴
係
」
、
一

般
観
覧
者
の
入
場
整
理
を
行
う

「
会
場
・
入
場
管
理
係
」、
記
録
写

真
を
撮
る
「
広
報
記
録
係
」
、
の

ぼ
り
旗
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
「
町
民
運
動
係
」
、
開
・
閉
会

式
の
進
行
等
を
行
う
「
式
典
係
」、

賞
状
等
の
準
備
な
ど
を
行
う
「
筆

耕
係
」
な
ど
、
紙
面
で
は
紹
介
し

き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
人
の
力
で

大
会
を
運
営
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
来
会
者
の
宿
舎

は
美
作
町
の
宿
泊
施
設
で
し
た

が
、
国
体
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
宿
泊
す
る
民
泊
で
対
応

す
る
た
め
、
今
回
以
上
に
皆
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
の
経
験
を
生

か
し
て
、
平
成
１７
年
お
か
や
ま
国

体
で
は
、
町
民
総
参
加
で
さ
ら
に

す
ば
ら
し
い
大
会
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

お
か
や
ま
国
体
ま
であ

と

509
日

（
平
成
１６
年
６
月
１
日
現
在
）

感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を
終
え
て

受付補助員
小野由紀子さん

勝
央
町
ま
で
新
幹
線
と
汽
車

を
乗
り
継
い
で
来
ま
し
た
。

勝
央
町
は
緑
が
多
く
、
水
も

川
も
あ
り
、
自
然
豊
か
な
町
と

い
う
印
象
で
す
。

大
会
運
営
に
つ
い
て
の
印
象

は
、
防
具
な
ど
大
き
な
荷
物
を

抱
え
て
の
移
動
な
の
で
、
１
回

の
乗
り
継
ぎ
で
当
地
ま
で
来
れ

る
よ
う
ピ
ス
ト
ン
輸
送
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
楽
で
す
。ま
た
、

競
技
の
流
れ
に
よ
っ
て
は
昼
食

時
間
に
ず
れ
が
出
る
の
で
、
学

校
施
設
と
い
う
こ
と
を
利
用
し

て
給
食
室
の
冷
蔵
庫
を
使
用
し

た
り
、
弁
当
配
布
に
は
配
膳
用

の
台
車
を
使
う
な
ど
工
夫
さ
れ

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
選
手

の
誘
導
や
、
入
退
場
の
制
止
員

は
テ
キ
パ
キ
と
行
動
さ
れ
て
い

て
よ
か
っ
た
で
す
。

今
回
の
成
績
は
よ
く
な
か
っ

た
の
で
、
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
が
ん
ば
り
ま
す
！

静岡県選手団の皆さん

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
を
終
え
、
「
国
体
の

成
功
」
に
力
強
い
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

開
会
式
の
中
学
生
の

行
進
誘
導
・
演
奏
、
小

学
生
の
合
唱
、
多
く
の

皆
さ
ん
へ
深
い
感
銘
を

与
え
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
よ
く
ぞ
短
期
間
に

こ
こ
ま
で
と
、私
自
身
、

彼
ら
の
す
ば
ら
し
さ
に

感
動
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
会
開
催

に
携
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
活
躍

が
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

に
大
き
く
貢
献
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り

が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
体
準
備
事

務
局
と
し
て
国
体
開
催

へ
の
多
く
の
課
題
を
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
課
題
を
解

決
し
、
半
世
紀
に
１
度

地
元
開
催
と
い
う
国
体

を
成
功
に
導
く
べ
く
努

力
し
て
い
く
こ
と
を
新

た
に
心
に
誓
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
岡
山
県
選

手
団
（
多
く
の
地
元
選

手
）
が
国
体
で
活
躍
で

き
る
よ
う
に
環
境
を
整

え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
民
皆
さ

ん
の
さ
ら
な
る
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 晴れの国おかやま

国体勝央町実行委
員会事務局次長
安藤　毅さん

今年は勝央町制施行５０周年
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

平
成
１５
年
ま
で
２０
年
間
、
福
吉
区

長
を
務
め
ら
れ
、農
業
を
は
じ
め
、

生
活
環
境
整
備
等
、
地
区
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
８
年
か
ら
勝
央

町
区
長
会
幹
事
、
平
成
１３
年
か
ら

同
区
長
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、

町
執
行
部
と
町
内
各
地
域
と
の
連

絡
調
整
に
尽
力
さ
れ
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

５
月
２１
日
、
岡
山
県
庁
に
お
い

て
、
平
成
１６
年
度
永
年
勤
続
町
内

会
長
・
区
長
等
知
事
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
大
谷
凖
作
さ
ん
（
福
吉
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

大
谷
さ
ん
は
、
昭
和
５９
年
か
ら

ま
た
、
家
族
の
名
前
も
含
め
た
自
己

紹
介
も
行
わ
れ
、
「
あ
そ
こ
の
孫
じ
ゃ

な
あ
ー
」
と
、
お
互
い
の
顔
を
覚
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
、
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
が
増

加
し
て
い
る
中
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど

も
を
ま
も
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
交
流

花
見
会
で
し
た
。

〈
記
事
提
供
〉

広
報
専
門
委
員
　
古
川
美
津
江

４
月
２５
日
、
為
本
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ

ウ
ス
に
お
い
て
、
為
本
地
区
老
人
会
と

小
学
生
の
交
流
花
見
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

は
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
、
パ
ッ
チ
ン
、

ラ
ン
ラ
ン
（
ビ
ー
玉
）
等
の
昔
あ
そ
び

を
小
学
生
に
教
え
な
が
ら
、
腕
前
を
披

露
し
て
和
や
か
に
交
流
が
深
ま
り
ま
し

た
。

地
域
の
発
展
に
貢
献

永
年
勤
続
町
内
会
長
・
区
長
等
知
事
表
彰
を
受
賞

大
谷
凖
作
さ
ん（
福
吉
）

�●●●●●●●●

老人会と小学生の交流花見会
為本地区

�
お
手
製
の
名
札
を
胸
に
交
流
を
深
め
ま
し
た

�
藤
原
所
長（
左
）か
ら
寄
贈
を
受
け
る

齋
藤
校
長
（
右
）

贈
呈
式
に
は
、
藤
原
所
長
、

木
坂
広
報
係
長
、
齋
藤
校
長
、

山
本
教
諭
が
出
席
し
、
藤
原
所

長
が
『
「
し
ら
せ
」
が
持
っ
て

帰
っ
た
氷
で
す
。
学
校
の
教
材

の
一
環
と
し
て
有
効
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
』
と
、
齋
藤
校
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

勝
央
中
学
校
で
は
、
ま
ず
南

極
の
学
習
か
ら
始
め
て
、
子
ど

も
た
ち
に
感
動
を
与
え
る
よ
う

な
形
で
授
業
に
活
か
し
て
い
く

予
定
で
す
。

５
月
１９
日
、
自
衛
隊
岡
山
地

方
連
絡
部
津
山
出
張
所
（
藤
原

道
広
所
長
）
か
ら
勝
央
中
学
校

に
南
極
の
氷
（
縦
１５
㎝
×
横
２４

㎝
×
高
さ
５
㎝
）
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

１
昨
年
１１
月
か
ら
５
カ
月

間
、
南
極
観
測
業
務
を
支
援
し

て
い
た
海
上
自
衛
隊
砕
氷
船

「
し
ら
せ
」
が
持
ち
帰
っ
た
も

の
で
、
南
極
観
測
業
務
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。

学
校
の
教
材
と
し
て
役
立
て
て

自
衛
隊
が
勝
央
中
学
校
に
南
極
の
氷
を
寄
贈

今年は勝央町制施行５０周年
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

とと

第�

号�

35

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
み
じ
か
い
命
を
抱
き
し
め
て
」

（
ロ
リ
ー
・
ヘ
ギ

著
／

フ
ジ
テ
レ
ビ
出
版
）

ア
シ
ュ
リ
ー
は
１２
歳
の
女
の
子
。

し
か
し
、
肉
体
年
齢
は
８０
歳
。
プ
ロ

ジ
ェ
リ
ア
（
早
期
老
化
症
）
と
い
う

難
病
で
普
通
の
人
の
何
倍
も
の
ス
ピ

ー
ド
で
年
を
と
っ
て
し
ま
う
。
母
親

ヘ
ギ
の
生
い
立
ち
か
ら
、
ア
シ
ュ
リ

ー
を
生
み
、
一
緒
に
前
向
き
に
生
き

る
姿
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
人
に
と
っ
て
時
間
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
も
の

か
、
ア
シ
ュ
リ
ー
が
教
え
て
く
れ
る
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
６
月
１２
日（
土
）、
６
月
２３
日（
水
）

１１
時
〜
　
約
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
さ
く
ら
伝
説
」（
な
か
に
し
礼

著
／
新
潮
社
）

・
「
最
後
の
キ
ス
」（
古
尾
谷
登
志
江

著
／
講
談
社
）

・
「
グ
ッ
チ
裕
三
の
パ
ッ
ピ
ー
晩
ご
は
ん
」

（
グ
ッ
チ
裕
三

著
／
日
本
放
送
出
版
）

・
「
ぜ
っ
た
い
が
っ
こ
う
に
は
い
か
な
い
か
ら
ね
」

（
ロ
ー
レ
ン
・
チ
ャ
イ
ル
ド

著
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

・
「
七
つ
の
封
印
１０
」（
カ
イ
・
マ
イ
ヤ
ー

著
／
ポ
プ
ラ
社
）

・
「
ぴ
よ
ー
ん
」

（
ま
つ
お
か
た
つ
ひ
で

著
／
ポ
プ
ラ
社
）（
大
型
絵
本
）

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

As I left the staffroom I saw two boys walking

to class.  Sota and Keisuke chatted as they

walked.

"Is it science next?" asked Keisuke.  "No,

Keisuke, it's English."

"Ahh, I'm tired of English," said Keisuke.

"Don't you like English, Keisuke?"  "Ah, it's

ok.....what about you, Sota?"

"It's good, but at high school, I want to study

Chinese," said Sota.

"Huh?  So English is a waste of time for you?"

"Nah, I've learnt heaps about language and

culture.  That'll help with Chinese too."

"Suppose so," said Keisuke, unconvinced.

I passed Sota and Keisuke as I got to class.

"You ready?" I asked.  "Yep," said Sota, with a

wry smile.

I wonder what they were chatting about.

"Ding dong, ding dong."

"Good morning class ........"

A Penny For Your Thoughts.（今、何を考えているの）

職員室から出ると、教室に向かって歩いている２

人の男の子を見かけました。それは、そうた君とけ

いすけ君が、おしゃべりしながら歩いているところ

でした。

「そうた、次は理科か」と、けいすけが言いました。

「違う、英語だ」と、そうたが答えました。

「マジで、もう…英語は疲れるな」と、けいすけが

言いました。

「けい君、英語好きじゃないの」

「まあまあ、かな。そう君は…」

「大丈夫だけど、高校では中国語をやりたいなあ」

「えっ、だから今の英語は意味ないの」

「そんなことないよ。いろんな言葉や文化のことが

分かってきた。中国語でも役に立つよ」

「そうかな…」と、けいすけは言いました。

教室の前で私はそうた君とけいすけ君に追いつき

ました。

「You ready?」と、私が聞くと、「Yep」と、そうた

君が不思議な顔をしながら答えました。

あの２人、さっきは何の話をしていたんだろう。

「キーンコンカンコン」

「Good morning class ……」

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《田植え体験》
日　時　６月６日（日）１１：００～
内　容　田植え・稲刈り（１０月頃）

に参加していただいた人に収
穫した餅米をプレゼント！

《山野草展》
日　時　６月１２日（土）～１３日（日）
内　容　ファーマーズハウス

山野草展示会
花時計前
即売会（１０：００～１５：００）

《プロ・リバと遊ぼッ！》
日　時　６月１３日（日）
内　容　劇団のみんなと楽しく遊んで、

元気になろう
《ファーマーズ朝市＆フリーマーケット》
日　時　６月２０日（日）９：００～１４：００
内　容　朝市とフリーマーケットを同

時開催。新鮮な農産物や特産
加工品、衣類や日用品など各
種ありますよ。

連絡先　フリーマーケット
ＭＯＭＯ編集室
�086-245-1304

朝市
ノースヴィレッジ事務所
�38-1234

《ケーキ＆デザートバイキング》
日　時　６月２６日（土）～２７日（日）

１４：００～１６：００
料　金　中学生以上：１，０００円

小学生以下： ８００円

６月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

（
６
月
２０
日
ま
で
）

・
「
書
簡
交
友
録
・
其
の
三
」
―
木
村
毅
宛
書
簡
を
中
心
に
―

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
静
物
と
人
物
」

・「
勝
央
四
季
の
風
景
展
」

・
プ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
こ
ど
も
の
□（
視
覚
）
ｖ
ｏ
ｌ．
２
―
友
達
―
」

（
６
月
２６
日
か
ら
７
月
１１
日
ま
で
）

・
「
福
井
一
尊
作
品
展
―
ブ
ロ
ン
ズ
が
奏
で
る
か
た
ち
―
」

・
プ
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
こ
ど
も
の
□（
視
覚
）
ｖ
ｏ
ｌ．
３

―
ポ
ス
タ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
・
静
物
―
」

（
６
月
２６
日
か
ら
８
月
２２
日
ま
で
）

・
「
書
簡
交
友
録
・
其
の
四
」
―
額
田
六
福
宛
書
簡
を
中
心
に
―

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
夏
休
み
こ
ど
も
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

赤
堀
佐
兵
作
「
男
」

（
油
彩
画
１
９
４
９
年
作
）

１
９
０
４
年
、
勝
間
田
旧

出
雲
街
道
沿
の
老
舗
の
紺
屋

「
山
手
屋
」
に
生
ま
れ
た
赤

堀
は
、
１
９
２
７
年
上
京
し

画
学
校
に
入
学
、
そ
こ
で
知

り
合
っ
た
若
き
今
西
中
通
、

中
間
册
夫
ら
と
共
に
、
１
９

３
０
年
協
会
（
後
の
独
立
美

術
協
会
）
に
入
り
、
小
島
善
太
郎
、
里
見
勝
蔵
ら
の
指
導
を
受
け
ま
す
。
１

９
３
１
年
に
は
「
石
切
場
」
で
第
１
回
独
立
展
に
入
選
。
画
家
と
し
て
順
調

な
滑
り
出
し
で
し
た
。

表
題
の
「
男
」
は
、
１
９
４
０
年
頃
よ
り
描
い
た
須
田
国
太
郎
風
フ
ォ
ー

ヴ
ィ
ス
ム
の
作
品
で
、
戦
時
下
の
暗
澹（
あ
ん
た
ん
）た
る
空
気
を
引
き
ず
り
、

未
だ
自
分
自
身
の
作
風
が
見
い
だ
せ
ず
に
模
索
す
る
赤
堀
の
苦
し
い
心
の
内

が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
後
１
９
５
０
年
頃
よ
り
そ
れ
ま
で
の
迷
い
が
吹
っ

切
れ
た
よ
う
な
、
な
ん
と
も
い
え
な
い
柔
ら
か
な
明
る
い
色
調
の
キ
ュ
ー
ビ

ズ
ム
的
な
作
風
が
生
ま
れ
、
よ
う
や
く
自
ら
の
表
現
方
法
を
確
立
し
た
の
で

す
が
１
９
６
１
年
、
志
半
ば
に
し
て
東
京
都
立
川
市
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

享
年
５６
歳
。

６
日（
日
）は「
田
植
え
体
験
」を
開

催
し
ま
す
。田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、正

月
の
餅
つ
き
体
験
ま
で
、
１
年
を
通

し
た
�
米
づ
く
り
体
験
�
が
楽
し
め

ま
す
。
参
加
者
に
は
収
穫
し
た
餅
米

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
２０
日（
日
）

は
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
＆
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
新

鮮
な
農
産
物
や
特
産
加
工
品
、
衣
類

や
日
用
品
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を

販
売
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
求
め

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
土
・
日
曜
日
に

は「
い
も
掘
り
体
験（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）」

が
開
催
中
。
新
ジ
ャ
ガ
を
１
口
（
３

株
）
５
０
０
円
に
て
ご
体
験
い
た
だ

け
ま
す
。
１２
日（
土
）〜
１３
日（
日
）に

は「
山
野
草
展
」、
１３
日（
日
）は
「
劇

団
プ
ロ
リ
バ
」
に
よ
る
楽
し
い
催
し

物
も
同
時
開
催
。
初
夏
の
ノ
ー
ス
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ

い
。

赤堀佐兵作「男」

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

第　回�14

6月20日��
9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

採れたての農産物や特産加工品を生産者が直売�
主催　勝央町産業課　（有）金時ファーム�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と�

　
　
　
同
時
開
催
し
ま
す

　
　
　
同
時
開
催
し
ま
す�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と�

　
　
　
同
時
開
催
し
ま
す�
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Life

と　き　平成１６年６月１９日(土)�
　　　　９：００　植月消防センター集合�
　　　　　　　　　今回は、ベビーカーも通れるコースです。�
　　　　　　　　　　　　　　（約１時間３０分：およそ５km）　�
コース　植月小学校角土俵～慈圓寺～観音寺～日吉神社�

と　き　平成１６年６月１９日(土)�
　　　　９：００　植月消防センター集合�
　　　　　　　　　今回は、ベビーカーも通れるコースです。�
　　　　　　　　　　　　　　（約１時間３０分：およそ５km）　�
コース　植月小学校角土俵～慈圓寺～観音寺～日吉神社�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：役場環境保健課（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

N

植月�
診療所�

至
石
生�

至日本原�

至勝間田�

至
津
山�

●観音寺�

●日吉神社�

R429

植月消防センター�

●ＪＡ勝英�
　勝央主幹支店�

植
月
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

●�

植月　　�
小学校●�

●�慈
圓
寺�

植
月
保
育
園�

　●�

このあたりを�
歩きます�

集合場所�

腸管出血性大腸菌（Ｏ－１５７）感染症に要注意!
４月１６日、岡山県全域に「注意報」発令

食中毒と同じ方法で予防できます。
◎食肉など加熱して食べるものは、中心部まで火を

通すとともに、焼き肉などの際は、生肉を扱う箸

と食べる箸を別々にしましょう。

◎調理前、食事前、用便後は手をよく洗いましょう。

◎台所は清潔に保ち、まな板、ふきん等の調理器具

は十分に洗浄、消毒をしましょう。

◎生鮮食品や調理後の食品を保存するときは、冷蔵

庫（１０℃以下）で保管し、早めに食べましょう。

◎乳幼児や高齢者等、抵抗力の弱い人は肉類全般の

生食は控えましょう。

気になる症状があるときは、
医師の診断を受けましょう。

◎主な症状：鋭い腹痛、鮮血便、発熱、吐き気など。

◎特に抵抗力が弱い乳幼児、高齢者は注意が必要で

す。

患者からの二次感染に気を
つけましょう。

◎二次感染を防止するため、患者の便に触れた場合

は、手をよく洗い、消毒をしましょう。

患者が入浴をする場合は、シャワーのみにする

か、最後に入浴するなどしましょう。

◎患児が家庭用ビニールプールで水浴びをする場合

は、他の幼児とは一緒に入らないようにしましょ

う。

◎なお、患者が衛生に配慮をすれば、二次感染は防

止できますので、外出の制限等の必要はありませ

ん。

○問い合わせ先
勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２

岡山県勝英保健所　�（0868）７２－０９１１

現在、岡山県内では、腸管出血性大腸菌

（Ｏ－１５７）感染症の患者が多数発症して

います。とりわけ今回は高齢者の発症が多い

のが特徴で、中に溶血性尿毒症群など重症化

の傾向が見られます。次のことに気をつけて、

これからの暑い季節を乗り切りましょう。

オー

�腸管出血性大腸菌（Ｏ－１５７）

今年は勝央町制施行５０周年
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１４
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
ム
サ
シ
カ

ッ
プ
（
４
／
１８
北
部
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ド
）

優
　
勝
　
植
月
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

準
優
勝
　
吉
野
・
古
吉
野
サ
ッ
カ
ー

少
年
団

◇
第
４
回
ソ
シ
ミ
エ
ー
ル
杯
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
４
／
１８
久
米
町
民
グ

ラ
ン
ド
）

（
女
子
の
部
）

第
３
位
　
植
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団

◇
第
１５
回
勝
英
２
郡
商
工
会
学
童
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
（
４
／
２５
バ

レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
ク
作
東
グ
ラ
ン

ド
）

（
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
吉
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
準
優
勝
　
植
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年

団
◇
平
成
１６
年
度
奈
義
招
待
親
睦
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
４
／
２５
奈
義

中
学
校
体
育
館
）

準
優
勝
　
勝
央
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団

◇
第
１６
回
玉
田
杯
争
奪
少
年
剣
道
錬

成
大
会
（
５
／
３
兵
庫
県
相
生
市
民

体
育
館
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

（
中
学
校
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

◇
第
５２
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣

道
優
勝
大
会
（
５
／
３
大
阪
市
中
央

体
育
館
）

優
勝
　
岡
山
県

（
副
将
に
竹
内
司
　
出
場
）

◇
第
２４
回
三
浦
杯
全
国
招
待
少
年
剣

道
大
会
（
５
／
９
愛
媛
県
武
道
館
）

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

��
�

��
�

風
し
ん
は
、
岡
山
県
内
で
は
昨
年
、
大
流
行
を
し
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
今
年
は
流
行
の
兆
し
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
全
国
的
に
み
る
と
、
一
部
の
地
域
（
鹿

児
島
県
、
群
馬
県
、
大
分
県
、
宮
城
県
、
埼
玉
県
等
）

で
風
し
ん
の
患
者
が
数
多
く
発
症
し
て
い
ま
す
。

妊
娠
初
期
の
女
性
が
感
染
す
る
と
、
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
と
い
わ
れ
る
難
聴
や
白
内
障
、
心
臓
の
病
気
を

持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
妊
娠
す
る
予
定
の
あ
る
女
性
で
、

風
し
ん
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
、
風
し
ん
の
予
防

中山間地域は川の上流に位置し、地域の農業・農地が水

源を養い、洪水防止機能などの多面的機能を果たしていま

す。しかし、高齢化が進む中で担い手の減少、耕作放棄の

増加などにより農地が荒れ、多面的機能が低下することが

心配されています。

このため、直接支払制度は、中山間地域で農業を営んで

いる皆さんに５年以上続けて農地の耕作及び保全管理をし

ていくことを条件に交付金を支払い、中山間地域の多面的

機能を維持しようとするものです。

勝央町では、平成１３年度から為本地区が取り組んでいま

す。

平成１５年度分実施状況　

○実施集落　為本地区　　○協定面積 ２１ha

○団 地 数 １１ ○助成金額 ４，５０３，３０３円

この制度の詳しい内容及び実施状況は勝央町役場産業課

で閲覧できます。

�問い合わせ先

勝央町役場産業課

�３８ー３１１２

中山間地域等
直接支払制度実施状況

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

〜
こ
れ
か
ら
お
母
さ
ん
に
な
る
人
へ
　
風
し
ん
予
防
接
種
の
お
す
す
め
〜

接
種
歴
の
な
い
人
は
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
平

成
６
年
に
接
種
対
象
年
齢
が
変
更
さ
れ
た
た
め
、
現
在

１６
歳
か
ら
２４
歳
の
年
齢
層
を
中
心
に
接
種
率
が
低
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
１
回
の
接
種
で
大
丈
夫

で
す
。
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
６
千
円
か
ら
９
千
円
程
度
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課
　
�
３８
―
７
１
０
２

今年は勝央町制施行５０周年
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不
法
投
棄
、だ
れ
が
捨
て
る
の
？心

が
痛
み
ま
せ
ん
か
？

最
近
、
国
道
沿
い
の
お
店
の
ゴ
ミ
箱
に
、
ゴ
ミ
袋
が
多
く
捨
て
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
一
部
の
心
な
い
人
の
行
動
が
、

美
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
お
店
の
人
に
も
迷
惑
を
か
け
て
い
る

こ
と
は
本
当
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

決
め
ら
れ
た
収
集
場
所
以
外
に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
こ
と
は
不
法
投
棄

に
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

罰
則
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
１
人
ひ
と
り
が
、
ま
ず
、
ゴ
ミ
出
し
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
み
ん
な
の
知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
、
不
法
投
棄
の
な

い
美
し
い
ま
ち
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

収
集
ゴ
ミ
の
中
に
別
の
分
類
の
ゴ
ミ
が
混
入
し
て
い
ま
す
。
１
例

を
紹
介
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ゴ
ミ
の
中
に
残
飯
が
入
っ
て
い
ま
す
。

○
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
が
汚
れ
て
い
ま
す
。

○
可
燃
ゴ
ミ
に
も
こ
ん
な
も
の
が
混
入
し
て
い
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

色
つ
き
は
、
資
源
・
プ
ラ
類

透
明
は
、
資
源
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

・
ア
ル
ミ
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
資
源
・
ア
ル
ミ

・
乾
電
池
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
害
な
ゴ
ミ

・
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
　
　
　
不
燃
・
プ
ラ
類

・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
　
　
　
　
　
　
不
燃
・
プ
ラ
類

・
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
　
　
　
　
　
不
燃
・
ガ
ラ
ス
唐
津
類

・
空
き
缶（
洗
っ
て
あ
る
）

資
源
・
ア
ル
ミ
ま
た
は
ス
チ
ー
ル

（
洗
っ
て
な
い
）

不
燃
・
金
属
類

・
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
　
　
　
　
不
燃
・
ガ
ラ
ス
唐
津
類

■
ゴ
ミ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課
　
�
３８
―
７
１
０
２

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
選
挙

人
名
簿
登
録
地
の
市
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
行
っ
て
い
る
不
在
者
投
票
手
続

き
が
簡
素
化
さ
れ
、
選
挙
期
日
（
以
下

「
投
票
日
」）
と
同
じ
く
直
接
投
票
箱
に

投
票
用
紙
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
（
期
日
前
投
票
制

度
）７

月
上
旬
に
は
第
２０
回
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
勝

央
町
で
は
、
今
回
の
選
挙
か
ら
期
日
前

投
票
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
投
票
期
間

投
票
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の

翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

※
投
票
日
の
公
示
日
ま
た
は
告
示
日
の

当
日
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

人
投
票
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ

ー
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
が
あ
る
な

ど
一
定
の
事
由
（
不
在
者
投
票
事
由
）

に
該
当
す
る
人
で
す
。

■
投
票
場
所

期
日
前
投
票
所
（
勝
央
町
役
場
）

■
投
票
時
間

８
時
３０
分
〜
２０
時
ま
で

期
日
前
投
票
制
度
の
お
知
ら
せ

不
在
者
投
票
制
度
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た

ゴミの出し方にご協力をお願いします

従
来
の
不
在
者
投
票�

期

日

前

投

票

�

不
在
者
投
票
所
で�

申
請
書
・
宣
誓
書�

へ
の
記
載�

申
請
書�

宣
誓
書�

記
載
場
所
で�

投
票
用
紙�

へ
の
記
載�

�
�

投票用紙を�
内封筒へ�

勝
○
□
郎�

内

封

筒
�

期
日
前
投
票
所
で�

申
請
書
・
宣
誓
書�

へ
の
記
載�

申
請
書�

宣
誓
書�

記
載
場
所
で�

投
票
用
紙�

へ
の
記
載�

選挙人本人が投票用紙を直接投票箱へ�

勝
○
□
郎�

�
�

外封筒へ入れ�
選挙人が署名�

不在者投票管�
　理者へ提出し、�
外封筒に立会�
人が署名　　�

投票管理者が�
受理を決定し�
たものを開封�

○○選挙�
不在者投票�
（外封筒）�

投票者�立
会
人� 金

○
郎�

�
�
�
�

投票管理者が�
投票箱へ　　� ○○選挙�

不在者投票�
（外封筒）�

投票者�

金
○
郎�

勝
■
●
子�

開票所へ�

選挙についてお問い合わせ先�
　勝央町選挙管理委員会事務局（総務課内）�３８－３１１１�

■
投
票
手
続
き

今年は勝央町制施行５０周年
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役場へのメール

総 務 課
soumu@town.shoo.okayama.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.okayama.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.okayama.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.okayama.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.okayama.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.okayama.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.okayama.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.okayama.jp

環境保健課
kankyouhoken@town.shoo.

okayama.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.okayama.jp

社会教育課
syakaikyouiku@town.shoo.

okayama.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.okayama.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.okayama.jp

お
知
ら
せ�

岡
山
県
で
は
、
７
月
３０
日（
金
）に

岡
山
市
内
で
開
催
す
る
「
お
か
や
ま

桃
太
郎
ま
つ
り
花
火
大
会
」
を
観
覧

希
望
の
車
い
す
使
用
の
身
体
障
害
者

３５
人
（
付
き
添
い
は
２
人
ま
で
）
を

県
庁
へ
招
待
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
、
ハ
ガ
キ
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
締
　
切

７
月
５
日（
月
）必
着

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
０
―
８
５
７
０
　
岡
山
市

内
山
下
２
丁
目
４
番
６
号
　
岡
山
県

庁
障
害
福
祉
課
「
花
火
大
会
県
庁
舎

ご
招
待
係
」

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
３
４
３

お
か
や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
花
火
大
会
に

身
体
障
害
者
を
招
待

６
月
２８
日（
月
）か
ら
求
人
申
込
書
が

新
し
く
な
り
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
詳
し
い
求
人
条
件
を
求
職
者
に

提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
求

人
求
職
デ
ー
タ
処
理
の
シ
ス
テ
ム
を

更
新
し
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の

お
知
ら
せ

先
の
大
戦
に
お
い
て
戦
地
等
に
派

遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
及

び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
、
そ
の
ご
労
苦
に
報
い
る

た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈

呈
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

戦
地
等
に
お
け
る
勤
務
経
験
を
有

す
る
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦

及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
人

で
、
戦
地
等
に
お
け
る
実
勤
務
年
数

に
加
算
年
を
加
え
た
年
数
が
１２
年
未

満
の
人
。
（
慰
労
給
付
金
の
対
象
と

な
ら
な
い
人
）

▼
請
求
期
限

平
成
１７
年
３
月
３１
日（
木
）ま
で

▼
請
求
書
類
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
福
祉
課

�
３８
ー
７
１
０
２

新
シ
ス
テ
ム
で
の
求
人
申
込
で

は
、
す
で
に
事
業
所
登
録
シ
ー
ト
を

記
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
で

も
、
新
し
い
様
式
の
事
業
所
登
録
シ

ー
ト
並
び
に
求
人
申
込
書
に
書
き
換

え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
作

�
０
８
６
８
―
７２
―
１
３
５
１

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
等
に
対
す
る

書
状
贈
呈
に
つ
い
て

今年１０月オープン予定の文化ホ

ール工事に伴い、６月末まで、勝

央図書館・美術文学館の駐車場出

入口を変更します。

お間違えのないようご注意くだ

さい。

勝央図書館・美術文学館の
駐車場出入口を変更します

（６月末まで）

役場�

勝央図書館�

勝央美術文学館�

出
入
口�

Ｎ�
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相
談�

岡
山
県
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

で
は
５
月
７
日
か
ら
「
不
妊
、
不
育

と
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
不
妊
症
（
妊
娠
し
な
い
）
や

不
育
症
（
妊
娠
し
て
も
育
た
な
い
）

に
よ
り
子
ど
も
が
得
ら
れ
な
い
人
、

将
来
の
妊
娠
に
不
安
を
持
つ
思
春
期

の
男
性
、
女
性
の
皆
さ
ん
の
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

▼
相
談
日

毎
週
水
曜
日
、
金
曜
日
（
祝
日
、

１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
は
除
く
）

１３
時
〜
１７
時

▼
相
談
の
方
法

①
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談

事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
電
話
で
の
相
談

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
相
談

２４
時
間
受
付
で
す
。

h
ttp

://w
w
w
.o
ka

ya
m
a
-u
.a
c
.jp

/

u
se

r/h
o
s/

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
市
鹿
田
町
２
―
５
―
１

岡

山
大
学
医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院

西
病
棟
１
階
　
岡
山
県
不
妊
専
門
相

談
セ
ン
タ
ー

�
０
８
６
―
２
３
５
―
６
５
４
２

「
不
妊
、不
育
と
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

開
　
設

募
集�

国
税
庁
で
は
、
税
務
職
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
試
験
の
程
度

高
校
卒
業
程
度

▼
受
験
資
格

昭
和
５９
年
４
月
２
日
〜
昭
和
６２
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
。

▼
受
験
申
込
期
間

６
月
２２
日（
火
）〜
６
月
２９
日（
火
）

▼
第
１
次
試
験

９
月
５
日（
日
）
岡
山
市
ほ
か

▼
受
験
申
込
書
等
の
請
求
・

問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
８
―
８
６
５
７
　
津
山
市

田
町
６７

津
山
税
務
署
総
務
課

�
２２
―
３
１
４
４

税
務
職
員

募
　
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
ロ
シ
ア
、
中

国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
南
方
、
日
本
（
硫

黄
島
）
の
各
地
へ
の
慰
霊
巡
拝
を
実

施
し
ま
す
。

▼
遺
族
の
範
囲

・
戦
跡
慰
霊
巡
拝
を
行
う
戦
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
遺
族
で
あ
る
こ

と
。

・
政
府
の
実
施
し
た
戦
没
者
遺
骨
収

集
、
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
人
。ま
た
、当
該
戦
域
を
１

度
も
訪
問
し
た
こ
と
の
な
い
人
。

・
中
国
東
北
地
区
友
好
訪
中
団
に
限

っ
て
は
、
昭
和
２０
年
８
月
９
日
の

ソ
連
参
戦
以
降
に
、
当
該
地
域
で

死
亡
し
た
人
の
遺
族
と
し
ま
す
。

▼
遺
族
代
表
と
し
て
の
条
件

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
航
空
機
や

気
候
風
土
の
異
な
る
地
域
へ
の
旅

行
に
耐
え
ら
れ
る
人
。（
判
定
は
、

医
師
の
証
明
に
よ
る
）

・
原
則
と
し
て
、
８０
歳
以
下
の
人
。

・
遺
族
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
。

▼
旅
　
費

参
加
者
に
は
、
国
家
公
務
員
等
の

旅
費
に
関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
算

出
さ
れ
た
旅
費
の
３
分
の
１
が
補
助

さ
れ
ま
す
。

▼
実
施
期
間

８
月
下
旬
〜
平
成
１７
年
３
月
中
旬

実
施
時
期
、
期
間
は
相
手
国
の
都

合
等
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
保
健
福
祉
課
援
護
係
　
　

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
３
２
０

慰
霊
巡
拝

英田町では、町制施行５０周年を記念して「四季の英

田町」の写真を募集しています。英田町の自然・文化

財・伝統行事・イベント・人々の暮らし・２１世紀へ羽

ばたく子どもたちなど生き生きとした息吹が伝わる英

田町の姿を応募ください。

�写真のサイズ

・カラープリント４つ切りサイズ（ワイド４つ切りも

可）で、日付は入れないでください。

・未発表のものに限ります。

・デジタルカメラ作品は不可。

�出品点数　１人３作品以内

�撮影期間 １２月３１日（金）までに撮影したもの

�締め切り　平成１７年１月１７日（月）必着

�賞金など　最優秀賞　賞金５万円

優 秀 賞　賞金２万円

入　　選　英田町特産品

�展　　示　平成１７年２月１日（火）～２月２８日（月）

�展示場所　英田町公民館

�応募・問い合わせ先

〒７０１－２６０４ 英田町福本８１０ー２

英田町役場企画室

�０８６８ー７４ー３１１１

英田町制施行５０周年記念フォトコンテスト
「四季の英田町」作品募集

�
大
芦
高
原（
雲
海
）

今年は勝央町制施行５０周年



2004.6月号�し�う�う�お�ょ�し�う�う�お�ょ�
広
報� 1166

平成１２年２月の岡山県高等学校教育研究協議会の答申に基づき、平成１４年３月に岡山県高

等学校教育体制整備実施計画が策定され、県内各地で高等学校の再編に向けての取り組みが

行われています。日本原高校、勝間田高校においても平成１７年４月再編に向けて検討が行わ

れています。今回は新しい高校の概要についてお知らせします。

勝田地域 新 高等学校（仮称）

新しい学校では、地域や関係機関との連携を図り、「インターンシップ」や「おかやまスペシャリスト育成教育特区」など、学校外におけ

る学習も充実していきます。また、「エコハイスクール」の指定を受け、森林資源の有効利用を目指す環境教育を推進します。

☆専門学科（３科）
グリーン環境科
グリーン科学類型
・森林・自然環境の保護及び造園に関する知識と技術の習得

とともに、林業関係公務員も目指します。

資格取得：造園施工技術者、土木施工技術者、測量士補など

グリーンデザイン類型
・草花を中心に植物の栽培と生産物の利用に関する知識と技

術の習得を目指します。

資格取得：園芸装飾技能士、緑と花文化の知識認定試験など

食品科学科
食品の加工、流通、販売に関する知識と技術の習得を目指

します。

学校設定科目：製菓の紹介

菓子の材料と製造方法に関する学習をしたり、実際に自分

の手でつくったりします。

資格取得：ボイラ技士、危険物取扱者など

産業工学科
農業機械類型
・農業機械の利用や整備について学習します。

資格取得：機械加工技能士、大型特殊自動車、フォークリフ

トなど

自動車工学類型
・自動車整備を学習し、自動車整備士の基礎資格取得を目指

します。

資格取得：自動車整備士、大型特殊自動車、フォークリフト

など

☆総合学科（３系列）
文化・教養系列
・幅広い教養を身につけるとともに、文系

大学・短期大学・高等看護専門学校など

への進学にも対応します。

資格取得：英語、漢字検定、華道・茶道免

許など

ビジネス系列
・商業の各分野に関する科目について重点

的に学習し、各種検定資格取得を目指し

ます。

資格取得：簿記、情報処理、ワープロ、ホ

ームページ、文書デザイン検定

など

生活・福祉系列
・福祉に関する科目を重点的に学習し、訪

問介護員２級の資格取得を目指します。

また、被服・食物・情報など、生活産業

に関わる専門的な科目を学習します。

資格取得：訪問介護員２級、福祉住環境コ

ーディネーター３級など

（Ｐ１８に関連記事）

平成１７年４月から
日本原高校と勝間田高校が再編されて

新しい高校に生まれ変わります

・酪農経済科

・家　政　科

・普　通　科

・生物生産科

・林業緑地科

・食品製造科

・農業機械科

日本原高校勝間田高校

今年は勝央町制施行５０周年
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◇　岡　　井上　和彦（亡父　博）

◇　岡　　井上　敏彦（亡祖母　　や子）
岡老人クラブ、勝央苑にも

◇植月北　水島　　泉（亡妻　好子）

◇石　生　竹端　潤一（亡父　兼松）
町身体障害者福祉協会にも

◇為　本　安東伊佐夫（亡妻　定子）

■勝央町へ
◇観音寺仏教婦人会　　たくさんのタオル

■勝央町１人暮らし友の会へ
◇石　生　原村　玉樹　一般寄付

人の動き 平成１６年５月１日現在

人　口　１１，５６５人（前月比　＋１）

男　５，５７８人　　女　５，９８７人

世帯数　３，８４１世帯（前月比　＋１６）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

■町社会福祉協議会へ
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���
���
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勝

央

川

柳

社
　
兼
題
「
電
話
」�

年
重
ね
安
否
気
遣
う
子
の
電
話

平
井
　
好
子

電
話
引
き
ま
す
ま
す
つ
の
る
筆
不
精

神
田
チ
ヨ
子

聞
き
交
わ
す
笑
顔
が
見
え
る
電
話
口

古
和
　
絹
子

靴
と
ば
し
取
っ
た
電
話
ピ
ッ
ト
切
れ

山
名
　
昭
子

電
話
し
て
弾
ん
だ
声
に
元
気
が
出

定
兼
　
艶
子

時
な
ら
ぬ
ベ
ル
に
一
瞬
動
悸
打
つ

赤
木
　
供
子

電
話
番
年
寄
り
と
見
て
食
い
下
が
り

定
兼
千
代
子

電
話
口
思
わ
ず
お
辞
儀
で
し
め
く
く
る

赤
堀
　
綾
子

電
話
口
可
愛
い
声
に
や
す
ら
ぎ
を

古
山
恵
美
子

子
の
電
話
す
ぐ
か
け
な
お
す
親
心

檜
尾
　
絹
子

深
夜
Ｔ
Ｅ
Ｌ
悪
い
予
感
が
先
に
立
つ

水
嶋
　
惇
郎

眠
れ
ぬ
夜
ま
ち
が
い
電
話
目
が
冴
え
る

酒
本
千
代
子

や
わ
ら
か
な
電
話
の
向
こ
う
に
見
る
笑
顔

古
山
は
つ
子

電
話
す
る
う
し
ろ
に
立
っ
て
つ
ね
る
親

平
　
　
久
恵

出
産
を
今
日
か
明
日
か
と
待
つ
電
話

古
山
　
禮
子

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝

央

俳

句

会

五

月

例

会

作

品

抄�

手
鏡
の
中
ま
で
染
む
る
柿
若
葉

国
正
　
鈴
子

春
嵐
草
原
を
行
く
雲
の
影

竹
久
　
英
子

尼
寺
の
裏
門
閉
り
し
雪
柳

福
島
　
英
二

春
の
水
魚
群
な
し
胎
動
す

山
口
　
節
子

母
の
日
も
忙
は
し
き
だ
け
の
一
日
過
ぐ

赤
堀
千
恵
子

旬
の
味
木
の
芽
を
そ
え
て
引
き
立
た
せ

宮
野
　
節
子

間
引
き
た
る
桃
の
花
敷
く
薄
明
り

浜
田
と
よ
子

春
嵐
燃
ゆ
る
も
の
あ
り
消
ゆ
る
あ
り

小
林
　
　
薫

母
の
日
や
い
つ
も
変
ら
ぬ
厨
事

水
嶋
　
艶
子

さ
み
ど
り
の
さ
わ
ら
び
手
折
る
一
人
か
な

田
　
　
醇

病
む
足
を
か
ば
い
つ
春
の
畑
仕
事

室
井
　
稔
子

母
の
日
や
小
包
み
嬉
し
娘
に
謝
す
る

水
島
さ
だ
み

寺
の
庭
水
子
地
蔵
に
花
吹
雪

福
島
寿
美
子

縺
れ
合
う
蝶
と
ひ
と
時
無
心
な
り

福
嶋
恵
美
子

ラ
ン
ド
セ
ル
も
服
も
ピ
カ
ピ
カ
新
入
生

山
田
　
充
惠

眉�濱�

国民年金には、所得が少なく保険料
を納めることが困難な場合に、本人の
申請によって保険料を免除する制度が
あります。この制度は、前年の所得が
一定の基準以下の場合に承認され、保
険料の納付が全額免除される「全額免
除」と、半額納付し半額が免除される

「半額免除」があります。
また、承認期間については、７月

（または申請月の前月）から翌年の６月までとなって
おり、毎年申請が必要です。

申請方法などについては、勝央町役場町民課（�３
８－３１１６）へお問い合わせください。

国民年金保険料の
免除制度について

国
民
年
金

だ
よ
り

４人世帯（夫婦、子）�
子の1人は16歳以上23歳未満�

２人世帯（夫婦のみ）�

単 身 世 帯�

全額免除�
164万円�

（260万円）�
94万円�

（159万円）�
35万円�

（100万円）�

半額免除�
285万円�

（424万円）�
172万円�

（271万円）�
85万円�

（150万円）�

世帯員数�
免除対象となる所得（収入）の目安�

今年は勝央町制施行５０周年
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

く
り
、
学
習
し
て
い
く
ス

タ
イ
ル
を
と
り
ま
す
。

②
普
通
教
育
及
び
専
門
教
育

に
わ
た
る
幅
広
い
教
科
・

科
目
の
中
か
ら
、
自
分
の

興
味
・
関
心
や
進
路
希
望

に
応
じ
て
選
択
し
、
学
習

で
き
ま
す
。

高
等
学
校
進
学
時
に
卒
業

後
の
進
路
ま
で
決
め
て
い
る

場
合
に
は
、
迷
わ
ず
学
科
を

選
択
で
き
る
わ
け
で
す
が
、

な
か
な
か
そ
こ
ま
で
考
え
が

及
び
ま
せ
ん
。
総
合
学
科
で

は
、
入
学
し
て
か
ら
じ
っ
く

り
と
自
分
の
将
来
の
進
路
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
高
校
の
総
合
学
科

に
は
３
つ
の
系
列
を
設
置

し
、
生
徒
１
人
ひ
と
り
の
意

欲
や
進
路
希
望
に
的
確
に
応

え
る
教
育
を
展
開
し
、
各
分

野
で
将
来
の
地
域
社
会
を
支

え
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
と

姿
勢
を
育
て
ま
す
。

剣
に
挑
戦
、け
ん
玉
集
会

古
吉
野
小
学
校

真

新新
し
い
高
校
は
、
岡
山
県

で
は
最
初
の
総
合
学
科
と
専

門
学
科
を
併
設
す
る
学
校
と

し
て
、
ま
た
、
県
北
で
は
初

め
て
の
総
合
学
科
の
設
置
と

な
り
ま
す
。
総
合
学
科
は
、

こ
れ
ま
で
の
「
普
通
科
」
と

「
専
門
学
科
」
（
農
業
・
工

業
・
商
業
な
ど
）
の
枠
を
超

え
た
、
新
し
い
時
代
に
対
応

し
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
学
科

と
し
て
平
成
６
年
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

総
合
学
科
で
は
、

①
自
分
は
何
を
や
り
た
い

か
、何
に
向
い
て
い
る
か
、

何
が
で
き
る
か
を
じ
っ
く

り
と
考
え
な
が
ら
自
分
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
自
分
で
時
間
割
を
つ

▼
今
月
の
表
紙
は
、
５
月
２２
日
、
２３
日
に
行
わ
れ

た
第
４５
回
都
道
府
県
対
抗
な
ぎ
な
た
大
会
の
岡
山

県
チ
ー
ム
植
月
孝
子
さ
ん
（
平
）
の
試
合
の
よ
う

す
で
す
。
こ
の
大
会
に
は
町
内
か
ら
植
月
さ
ん
と

石
川
直
美
さ
ん
（
石
生
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

▼
私
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
試
合
は
準
々
決
勝
の

対
和
歌
山
県
戦
で
す
。
勝
て
ば
ベ
ス
ト
４
、
負
け

れ
ば
５
位
〜
８
位
。
絶
対
に
負
け
ら
れ
な
い
試
合

で
す
。
２
対
２
か
ら
の
大
将
戦
。
浜
岡
大
将
も
か

か
ん
に
攻
め
る
も
、
な
か
な
か
１
本
決
ま
ら
ず
、

試
合
は
終
了
し
、
勝
負
は
判
定
へ
。
審
判
員
の
旗

が
上
が
る
ま
で
の
間
、「
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
ん
だ
」

と
い
う
会
場
の
重
苦
し
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き

て
、
そ
の
時
間
が
と
て
も
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

審
判
員
の
赤
い
旗
が
３
本
上
が
っ
た
と
た
ん
に
、

思
わ
ず
「
や
っ
た
ー
」
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
の
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岡
山
県
チ
ー
ム
第
３
位
！

▼
試
合
競
技
の
部
で
岡
山
県
チ
ー
ム
が
第

３
位
と
健
闘
し
、
来
年
開
催
さ
れ
る
国
体

で
、
優
勝
獲
得
へ
と
希
望
を
つ
な
げ
ま
し

た
。
監
督
兼
選
手
の
浜
岡
紀
久
子
さ
ん
に

う
か
が
い
ま
し
た
。
「
地
元
の
皆
さ
ん
が

本
当
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
れ
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
な
成
績
を
と
思
っ
て
い
た
ん

で
す
け
ど
、
最
後
で
ふ
ん
ば
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
来
年
の

国
体
で
は
必
ず
優
勝
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
」

（
岡
山
県
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
の
喜
び
の
笑
顔
）

あ
と
が
き

し
い
高
校（
総
合
学
科
）

勝
間
田
高
校

善悪のけじめ
学校や社会のルールを破ること

によって、自分が認められたいと
いう思いを満たそうとする児童生
徒がいます。

「親の前ではよい子でいたい」、
「親に心配をかけたくない」とい
うのが、子どもの心理です。その
ため、家では都合のよくないこと
は言わないということにもなりま
す。

家庭で子どもの言い分をしっか
り聞くことは大切ですが、子ども
を信じて許すことと、許さないこ
とを区別することも肝要です。

「多くの人々が一緒に生活する
ためには、社会のルールを守って
いくことが必要である」という基
本ルールを教えるのは、家庭の役
割です。

（教育委員会）

マ

けん玉集会のようす

育
館
の
中
は
け
ん
玉
の「
音
」

だ
け
が
響
き
渡
っ
て
い
ま

す
。
体
全
体
を
使
い
、
集
中

し
な
い
と
技
は
成
功
し
ま
せ

ん
。
１
年
生
は
入
学
し
た
ば

か
り
で
す
。
大
皿
小
皿
に
玉

を
の
せ
る
こ
と
も
な
か
な
か

う
ま
く
で
き
ま
せ
ん
。
高
学

年
の
人
に
や
さ
し
く
教
え
て

も
ら
い
な
が
ら
何
度
も
挑
戦

し
て
い
る
姿
は
真
剣
そ
の
も

の
で
す
。
集
会
の
終
わ
り
頃

に
は
、
「
で
き
た
よ
」
、
「
よ

く
や
っ
た
ね
」、「
も
う
少
し

だ
ね
」
な
ど
励
ま
し
の
言
葉

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
検
定

で
の
昇
段
・
昇
級
に
向
け

て
、
集
会
の
時
間
や
休
み
時

間
な
ど
を
利
用
し
て
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

古
吉
野
小
学
校
で
は
、
毎

週
木
曜
日
の
朝
、
体
育
館
で

け
ん
玉
集
会
を
し
て
い
ま

す
。
５
月
１３
日
も
、
全
校

（
５６
人
）
が
９
班
に
分
か
れ

て
、
け
ん
玉
の
練
習
を
し
ま

し
た
。
こ
の
班
は
５
・
６
年

生
を
班
長
に
縦
割
り
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
高
学
年
は

低
学
年
に
け
ん
玉
の
持
ち
方

や
か
ま
え
を
教
え
て
、
基
本

的
な
技
を
実
演
し
ま
す
。
低

学
年
は
高
学
年
の
技
の
見
本

を
よ
く
見
て
、
体
で
覚
え
る

ま
で
練
習
を
繰
り
返
し
て
い

く
の
で
す
。
集
会
の
時
間
は

１５
分
と
短
い
の
で
す
が
、
体



�

□自町民卓球大会�
（8：30～　勝央中学校体育館）�

□自町民硬式テニス大会�
（8：30～　スポーツ公園テニスコート）�

�

□自ファーマーズ朝市・フリーマーケット�
（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）【Ｐ9参照】�

�

�

危険物安全週間�

�

父の日　家庭の日�

�

月（MON）�

�

□自町民野球大会（～9日）�
（19：00～　スポーツ公園野球場）�

サンサン学園第1回講座�
（10：00～　公民館）�

◯詳総合健診�
□自町民ソフトボール大会�

（19：00～　北部グランド）�

□自マタニティ広場�
（13：30～15：30　　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

�

�

□自全国一斉人権相談日�
（10：00～15：00　公民館）�

�

電波の日　写真の日　気象記念日�

�

�

�

�

夏至�

貿易記念日�

火（TUE）�

�

◯詳麻しん（受付15：30～16：00�
大村医院）�

◯詳総合健診�
◯詳麻しん・風しん�
（受付14：00～14：30　　　　　　　�

さとう記念病院）�

勝間田小学校日本脳炎�

植月小学校日本脳炎�

�

�

�

�

�

水（WED）�

◯詳日本脳炎�
［植月、吉野、古吉野、高取地区］�

（受付13：30～14：00　　　　　　　�
総合保健福祉センター）�

◯詳風しん（受付16：00～16：30�
太平台医院）�

◯詳総合健診�

◯詳結核・肺がんひろい検診�
栄養委員研修会�

（9：00～　総合保健福祉センター）�

◯詳麻しん（受付12：30～13：00�
小坂田医院）�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ8参照】�

古吉野小学校日本脳炎�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

�

�

�

オリンピックデー　沖縄慰霊の日�

�

木（THU）�

�

□自町民バレーボール大会�
（19：00～　勤労者体育センター）�

◯詳総合健診�
□自町民バレーボール大会�

（19：00～　勤労者体育センター）�

◯詳結核・肺がんひろい検診�
□自赤ちゃん広場�

（10：30～　高齢者福祉センター）�

□自町民バレーボール大会�
（19：00～　勤労者体育センター）�

�

�

入梅　時の記念日　交通安全の日　米の日�

�

�

�

金（FRI）�

�

◯詳総合健診�

◯詳総合健診�
◯詳風しん（受付13：30～14：00�

長尾医院）�

◯詳結核・肺がんひろい検診�
◯詳風しん（受付13：30～14：00�

小林医院）�

◯詳育児相談［2歳児］�
（受付9：30～11：30　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

� �

歯の衛生週間�

�

�

交通安全の日�

� �

土（SAT）�

�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ8参照】�

□自ウォーキングの集い�
（9：00～�

植月消防コミュニティセンター集合）�
【Ｐ11参照】�

□自福井一尊作品展（～7/11）�
（10：00～18：00　勝央美術文学館）�

【Ｐ9参照】�

◯詳結核・肺がんひろい検診�
◯詳日本脳炎�

［植月、吉野、古吉野、高取地区］�
（受付13：30～14：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�
�

�

6

13

20

27

�

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

�

4

11

18

25

�

5

12

19

26

�

芒種　環境週間　世界環境デー�

�

�

国連憲章調印記念日�

日（SUN）�

町　県　民　税………１期分�
2004年�

※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

当�
当�
番�
医�
医�

　　大村医院（9：00～17：00）�
　　（38－2058）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小坂田医院（9：00～17：00）�
　　（38－2043）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月� 月に納めていただくもの�6

※6月に納めていただく税などは　�
　　　　　6月30日が納期限です�

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

�

�

7/4

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（9：00～17：00）�
　　（38－6688）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

�

�

7/5

しょうおううおう�しょうおう�

下水道受益者負担金…１期分�

農業集落排水事業受益者分担金…１期分�

◯詳三種混合（受付13：30～14：00�
総合保健福祉センター）�

◯詳1歳6カ月児健診�
（受付12：45～13：15　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

□自町民バレーボール大会�
（19：00～　勤労者体育センター）�

吉野小学校日本脳炎�

日�

�

6

13

20

27

月�

�

7

14

21

28

火�

1

8

15

22

29

水�

2

9

16

23

30

木�

3

10

17

24

�

金�

4

11

18

25

�

土�

5

12

19

26

�

今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

　　　　　　　　　…１期分�介護保険料（普通徴収）�

国民健康保険税………１期分�

半夏生　国民安全の日�

�

7/1 �

◯詳マタニティスクール［両親学級］�
（19：00～21：00　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�
�

7/2 �

�

7/3



月　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
右
記
の
日
程
で
都
合
の
悪
い
人
は
、�

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
�
３８
―
７
１
０
２
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

38
局�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

1歳6カ月児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�

三種混合�
�実施日�
�対象児�

麻しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

風しん�
�実施日�
�対象児�
�料　金�
�申　込�
�

日本脳炎�
�実施日�
�対象地区�
�対象児�

育児相談［2歳児］�
�実施日�
�対象児�
�持参物�

総合健診�
（基本健診、大腸がん検診、胃がん検診、結核・肺がん検診、前立腺がん検診、肝炎ウィルス検診）�
�実施日�
　場　所�
�
�
�
�時　間�
�
�対象年齢�
�
�料　金�
※70歳以上は�
　無料�

�
3日�
平成14年10・11・12月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、育児アンケート�

�
2日、30日�
3カ月～7歳6カ月�

�
8日、15日、23日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
9日、15日、18日、28日�
1歳～7歳6カ月�
無料�
希望日の3日前までに総合保健福祉センターへ（3日前
が休日の場合はその前日までに申し込んでください）�

�
9日、25日�
植月、吉野、古吉野、高取地区�
6カ月～7歳6カ月（標準的な接種年齢は3歳以上）�

�
28日�
平成14年4・5・6月生まれ�
母子手帳�

�
�
11日、14日　総合保健福祉センター�
15日　植月コミュニティセンター�
16日　吉野コミュニティセンター�
17日　古吉野コミュニティセンター�
18日　高取多目的研修集会所�
基本健診・前立腺がん検診・肝炎ウィルス検診　8：00～10：00�
その他の検診　　　　　　　　　　　　　 　 7：00～10：00�
結核・肺がん検診　18歳以上�
その他の検診　　 40歳以上�
基本健診　　　　39歳まで　6,719円　40歳～69歳　1,300円�
大腸がん検診　　39歳まで　1,680円　40歳～69歳　 500円�
胃がん検診　　　39歳まで　3,780円　40歳～69歳　1,000円�
結核・肺がん検診　200円（タン検査　500円）�
前立腺がん検診　39歳まで　2,300円　40歳～69歳　1,100円�
肝炎ウィルス検診　無料�

結核・肺がんひろい検診�
�実施日�
�時　間�
　場　所�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

マタニティスクール［両親学級］�
�実施日�
�申　込�

�
23日、24日、25日、28日�
23日　13：30～13：45　福吉コミュニティハウス�
　　14：00～14：15　為本コミュニティハウス�
　　14：30～14：45　高取多目的研修集会所�
　　15：00～15：15　総合保健福祉センター�
　　15：30～15：45　平促進集会所�

24日　13：30～13：45　豊久田教育集会所�
　　14：00～14：15　豊久田下コミュニティハウス�
　　14：30～14：45　上香山公会堂�
　　15：00～15：15　曽井公会堂�
　　15：30～15：45　美野公会堂�
　　16：00～16：15　田井コミュニティハウス�

25日　13：30～13：45　植月北教育集会所�
　　14：00～14：15　植月北田中コミュニティハウス�
　　14：30～14：45　鳥羽野コミュニティハウス�
　　15：00～15：15　神五郎コミュニティハウス�
　　15：30～15：45　更生コミュニティハウス�
　　16：00～16：15　下石生公会堂�

28日　 9：00～ 9：15　畑屋多目的研修集会所�
　　 9：30～ 9：45　東吉田コミュニティハウス�
　　10：00～10：15　（小矢田）西田文磨呂氏宅前�
　　10：30～10：45　黒土コミュニティハウス�
　　11：00～11：15　（旧）Aコープ勝央店�
　　13：00～13：15　勝間田促進集会所�
　　13：30～13：45　植月コミュニティセンター�
　　14：00～14：15　豊久田上公会堂�
　　14：30～14：45　古吉野コミュニティセンター�
　　15：00～15：15　河原八幡公会堂�
　　15：30～15：45　下町川コミュニティハウス�

�
7月2日�
前日までに総合保健福祉センターへ�

ミ�ニ�情�報�６月の�

芒種（ぼうしゅ）…24節気の1つで旧暦では５月節。穀物の種まき、田植えの時季。�
　　 　　　　　（6／5）�

入梅（にゅうばい）…梅雨の季節に入る頃。（6／10）�
夏至（げし）…24節気の1つで1年のうちで昼間が最も長く、夜の最も短い日。�
　　 　　　（6／21）�

半夏生（はんげしょう）…夏至から数えて11日目で、梅雨が明け田植えの終期と�
　　　 　　　　　　　 される。（7／1）�


